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(57)【要約】
【課題】渡り線が交差していても、ステータの軸方向の 
長さを短くする。
【解決手段】渡り線２８は、巻回部２６から巻回部が締 
まる方向に導出されている。巻回部の巻き始めの端末部 
に接続された渡り線と巻き終わりの端末部に接続された 
渡り線とは、巻き終わりの端末部に接続された渡り線が 
、巻き始めの端末部に接続された渡り線に対して連結部 
３６の軸方向一方側に位置するように、絶縁部３４と連 
結部との接続部分３８において交差している。連結部は 
、隣り合う絶縁部の間の位置から連結部の径方向外側に 
延出する引掛け部４２を有する。巻き終わりの端末部に 
接続された渡り線が、引掛け部に対して連結部の軸方向 
他方側を通るように引掛け部に引掛けられることにより 
、巻き終わりの端末部に接続された渡り線のうちの引掛 
け部に引っ掛けられた部分２８Ａの位置が、巻き始めの 
端末部に接続された渡り線の位置まで連結部の軸方向他 
方側へ下げられている。
【選択図】図４

審査請求　未請求　請求項の数　3　　ＯＬ　（全10頁）



10

20

30

40

50

JP 2024-124142 A 2024.9.12(2)

【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 環 状 の 継 鉄 （ ２ ０ ） を 構 成 し 、 前 記 継 鉄 の 周 方 向 に 分 割 さ れ た 継 鉄 構 成 部 （ ２ ２ ） と 、  
各 前 記 継 鉄 構 成 部 か ら 前 記 継 鉄 の 径 方 向 内 側 に 突 出 さ れ た テ ィ ー ス 部 （ ２ ４ ） と を 有 す る  
複 数 の コ ア 構 成 部 （ １ ４ ） と 、
　 各 前 記 テ ィ ー ス 部 に 巻 回 さ れ た 巻 回 部 （ ２ ６ ） と 、 前 記 巻 回 部 同 士 を 接 続 す る 渡 り 線 （  
２ ８ ） と を 有 す る 複 数 の 巻 線 （ １ ６ ） と 、
　 各 前 記 コ ア 構 成 部 に 設 け ら れ 、 前 記 テ ィ ー ス 部 と 前 記 巻 回 部 と を 絶 縁 す る 絶 縁 部 （ ３ ４  
） と 、 前 記 絶 縁 部 に お け る 前 記 径 方 向 内 側 の 端 部 同 士 を 連 結 す る 連 結 部 （ ３ ６ ） と を 有 す  
る 複 数 の イ ン シ ュ レ ー タ （ １ ８ ） と 、
　 を 備 え 、
　 前 記 渡 り 線 は 、 前 記 巻 回 部 か ら 前 記 巻 回 部 が 締 ま る 方 向 に 導 出 さ れ て お り 、
　 複 数 の 前 記 巻 回 部 の う ち の 巻 順 の 中 間 部 に 位 置 す る 巻 回 部 の 巻 き 始 め の 端 末 部 に 接 続 さ  
れ た 前 記 渡 り 線 と 巻 き 終 わ り の 端 末 部 に 接 続 さ れ た 前 記 渡 り 線 と は 、 前 記 巻 き 終 わ り の 端  
末 部 に 接 続 さ れ た 前 記 渡 り 線 が 、 前 記 巻 き 始 め の 端 末 部 に 接 続 さ れ た 前 記 渡 り 線 に 対 し て  
前 記 連 結 部 の 軸 方 向 一 方 側 に 位 置 す る よ う に 、 前 記 絶 縁 部 と 前 記 連 結 部 と の 接 続 部 分 （ ３  
８ ） に お い て 交 差 し て お り 、
　 前 記 連 結 部 は 、 隣 り 合 う 前 記 絶 縁 部 の 間 の 位 置 か ら 前 記 連 結 部 の 径 方 向 外 側 に 延 出 す る  
引 掛 け 部 （ ４ ２ ） を 有 し 、
　 前 記 巻 き 終 わ り の 端 末 部 に 接 続 さ れ た 前 記 渡 り 線 が 、 前 記 引 掛 け 部 に 対 し て 前 記 連 結 部  
の 軸 方 向 他 方 側 を 通 る よ う に 前 記 引 掛 け 部 に 引 掛 け ら れ る こ と に よ り 、 前 記 巻 き 終 わ り の  
端 末 部 に 接 続 さ れ た 前 記 渡 り 線 の う ち の 前 記 引 掛 け 部 に 引 っ 掛 け ら れ た 部 分 の 位 置 が 、 前  
記 巻 き 始 め の 端 末 部 に 接 続 さ れ た 前 記 渡 り 線 の 位 置 ま で 前 記 連 結 部 の 軸 方 向 他 方 側 へ 下 げ  
ら れ て い る 、
　 ス テ ー タ （ １ ０ ） 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ス テ ー タ は 、 複 数 の ス テ ー タ 構 成 部 （ １ ２ ） に よ っ て 構 成 さ れ て お り 、
　 前 記 複 数 の ス テ ー タ 構 成 部 は 、 下 段 の ス テ ー タ 構 成 部 と 、 前 記 下 段 の ス テ ー タ 構 成 部 に  
対 し て 前 記 ス テ ー タ の 軸 方 向 一 方 側 か ら 組 み 付 け ら れ る 上 段 の ス テ ー タ 構 成 部 と を 有 し 、
　 前 記 上 段 の ス テ ー タ 構 成 部 に 設 け ら れ た 前 記 絶 縁 部 と 前 記 連 結 部 と の 接 続 部 分 は 、 前 記  
下 段 の ス テ ー タ 構 成 部 に 配 線 さ れ 前 記 巻 き 始 め の 端 末 部 に 接 続 さ れ た 前 記 渡 り 線 に 対 し て  
前 記 ス テ ー タ の 軸 方 向 一 方 側 に 位 置 し て い る 、
　 請 求 項 １ に 記 載 の ス テ ー タ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 引 掛 け 部 は 、 前 記 連 結 部 の 周 方 向 に 延 在 す る 壁 状 に 形 成 さ れ て い る 、
　 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の ス テ ー タ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ス テ ー タ に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 い わ ゆ る 分 割 コ ア タ イ プ の ス テ ー タ が 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ）  
。 分 割 コ ア タ イ プ の ス テ ー タ は 、 複 数 の ス テ ー タ 構 成 部 に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。 複 数 の  
ス テ ー タ 構 成 部 は 、 下 段 の ス テ ー タ 構 成 部 に 上 段 の ス テ ー タ 構 成 部 が ス テ ー タ の 軸 方 向 か  
ら 組 み 付 け ら れ る こ と に よ り 、 一 体 化 さ れ る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 ５ ５ ０ ２ １ １ ５ 号 公 報
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【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 図 ８ は 、 従 来 技 術 に 係 る ス テ ー タ 構 成 部 １ １ ２ の 平 面 図 で あ る 。 各 ス テ ー タ 構 成 部 １ １  
２ は 、 複 数 の コ ア 構 成 部 １ １ ４ と 、 巻 線 １ １ ６ と 、 イ ン シ ュ レ ー タ １ １ ８ と を 備 え る 。 各  
コ ア 構 成 部 １ １ ４ は 、 環 状 の 継 鉄 を 構 成 し 、 継 鉄 の 周 方 向 に 分 割 さ れ た 継 鉄 構 成 部 １ ２ ２  
と 、 継 鉄 構 成 部 １ ２ ２ か ら 継 鉄 の 径 方 向 内 側 に 突 出 さ れ た テ ィ ー ス 部 １ ２ ４ と を 有 す る 。  
巻 線 １ １ ６ は 、 各 テ ィ ー ス 部 １ ２ ４ に 巻 回 さ れ た 巻 回 部 １ ２ ６ と 、 巻 回 部 １ ２ ６ 同 士 を 接  
続 す る 渡 り 線 １ ２ ８ と を 有 す る 。 イ ン シ ュ レ ー タ １ １ ８ は 、 各 コ ア 構 成 部 １ １ ４ に 設 け ら  
れ 、 テ ィ ー ス 部 １ ２ ４ と 巻 回 部 １ ２ ６ と を 絶 縁 す る 絶 縁 部 １ ３ ４ と 、 絶 縁 部 １ ３ ４ に お け  
る 径 方 向 内 側 の 端 部 同 士 を 連 結 す る 連 結 部 １ ３ ６ と を 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 巻 線 １ １ ６ は 、 複 数 の テ ィ ー ス 部 １ ２ ４ に ス テ ー タ 構 成 部 １ １ ２ の 周 方 向 に 沿 っ て 順 に  
巻 回 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 巻 線 １ １ ６ は 、 テ ィ ー ス 部 １ ２ ４ Ａ 、 テ ィ ー ス 部 １ ２ ４ Ｂ 、  
テ ィ ー ス 部 １ ２ ４ Ｃ 、 及 び テ ィ ー ス 部 １ ２ ４ Ｄ の 順 に 巻 回 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 巻 回  
部 １ ２ ６ Ａ 、 巻 回 部 １ ２ ６ Ｂ 、 巻 回 部 １ ２ ６ 、 及 び 巻 回 部 １ ２ ６ Ｄ が 形 成 さ れ る 。 各 渡 り  
線 １ ２ ８ は 、 巻 回 部 １ ２ ６ か ら 巻 回 部 １ ２ ６ が 締 ま る 方 向 （ 矢 印 Ａ 方 向 ） に 導 出 さ れ て い  
る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 巻 回 部 １ ２ ６ Ａ ～ １ ２ ６ Ｄ の う ち の 巻 順 の 中 間 部 （ ２ 番 目 ） に 位 置 す る 巻 回 部 １ ２ ６ Ｂ  
の 巻 き 始 め の 端 末 部 と 巻 き 終 わ り の 端 末 部 に は 、 渡 り 線 １ ２ ８ が そ れ ぞ れ 接 続 さ れ て い る  
。 巻 き 始 め の 端 末 部 に 接 続 さ れ た 渡 り 線 １ ２ ８ と 、 巻 き 終 わ り の 端 末 部 に 接 続 さ れ た 渡 り  
線 １ ２ ８ と は 、 巻 回 部 １ ２ ６ Ｂ に 対 応 す る 絶 縁 部 １ ３ ４ と 連 結 部 １ ３ ６ と の 接 続 部 分 １ ３  
８ に お い て 交 差 し て い る 。 同 様 に 、 巻 回 部 １ ２ ６ Ａ ～ １ ２ ６ Ｄ の う ち の 巻 順 の 中 間 部 （ ３  
番 目 ） に 位 置 す る 巻 回 部 １ ２ ６ Ｃ の 巻 き 始 め の 端 末 部 と 巻 き 終 わ り の 端 末 部 に は 、 渡 り 線  
１ ２ ８ が そ れ ぞ れ 接 続 さ れ て い る 。 巻 き 始 め の 端 末 部 に 接 続 さ れ た 渡 り 線 １ ２ ８ と 、 巻 き  
終 わ り の 端 末 部 に 接 続 さ れ た 渡 り 線 １ ２ ８ と は 、 巻 回 部 １ ２ ６ Ｃ に 対 応 す る 絶 縁 部 １ ３ ４  
と 連 結 部 １ ３ ６ と の 接 続 部 分 １ ３ ８ に お い て 交 差 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し な が ら 、 各 渡 り 線 １ ２ ８ が 、 巻 回 部 １ ２ ６ か ら 巻 回 部 １ ２ ６ が 締 ま る 方 向 に 導 出  
さ れ て い る と 、 複 数 の 巻 回 部 １ ２ ６ の う ち の 巻 順 の 中 間 部 に 位 置 す る 巻 回 部 １ ２ ６ の 巻 き  
始 め の 端 末 部 に 接 続 さ れ た 渡 り 線 １ ２ ８ と 巻 き 終 わ り の 端 末 部 に 接 続 さ れ た 渡 り 線 １ ２ ８  
と が 、 絶 縁 部 １ ３ ４ と 連 結 部 １ ３ ６ と の 接 続 部 分 １ ３ ８ に お い て 交 差 す る 。 こ の よ う に 、  
渡 り 線 １ ２ ８ が 交 差 し て い る と 、 下 段 の ス テ ー タ 構 成 部 １ １ ２ に 対 し て ス テ ー タ の 軸 方 向  
一 方 側 か ら 上 段 の ス テ ー タ 構 成 部 １ １ ２ が 組 み 付 け ら れ る 場 合 に 、 下 段 の ス テ ー タ 構 成 部  
１ １ ２ に 配 線 さ れ 巻 き 終 わ り の 端 末 部 に 接 続 さ れ た 渡 り 線 １ ２ ８ が 、 例 え ば 撓 み や 弛 み 等  
を 有 す る 場 合 に 、 上 段 の ス テ ー タ 構 成 部 １ １ ２ に 設 け ら れ た 連 結 部 １ ３ ８ と 干 渉 す る 虞 が  
あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ こ で 、 下 段 の ス テ ー タ 構 成 部 １ １ ２ に 配 線 さ れ 巻 き 終 わ り の 端 末 部 に 接 続 さ れ た 渡 り  
線 １ ２ ８ が 、 上 段 の ス テ ー タ 構 成 部 １ １ ２ に 設 け ら れ た 連 結 部 １ ３ ８ と 干 渉 す る こ と を 回  
避 す る た め に 、 連 結 部 １ ３ ８ を 渡 り 線 １ ２ ８ に 対 し て ス テ ー タ の 軸 方 向 に 離 し て 配 置 す る  
こ と が 考 え ら れ る が 、 こ の よ う に す る と 、 ス テ ー タ の 軸 方 向 の 長 さ が 長 く な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 課 題 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ っ て 、 渡 り 線 が 交 差 し て い て も 、 軸 方 向  
の 長 さ を 短 く す る こ と が で き る ス テ ー タ を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 環 状 の 継 鉄 を 構 成 し 、 前 記 継 鉄 の 周 方 向 に 分 割 さ れ た 継 鉄 構  
成 部 と 、 各 前 記 継 鉄 構 成 部 か ら 前 記 継 鉄 の 径 方 向 内 側 に 突 出 さ れ た テ ィ ー ス 部 と を 有 す る  
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複 数 の コ ア 構 成 部 と 、 各 前 記 テ ィ ー ス 部 に 巻 回 さ れ た 巻 回 部 と 、 前 記 巻 回 部 同 士 を 接 続 す  
る 渡 り 線 と を 有 す る 複 数 の 巻 線 と 、 各 前 記 コ ア 構 成 部 に 設 け ら れ 、 前 記 テ ィ ー ス 部 と 前 記  
巻 回 部 と を 絶 縁 す る 絶 縁 部 と 、 前 記 絶 縁 部 に お け る 前 記 径 方 向 内 側 の 端 部 同 士 を 連 結 す る  
連 結 部 と を 有 す る 複 数 の イ ン シ ュ レ ー タ と 、 を 備 え 、 前 記 渡 り 線 は 、 前 記 巻 回 部 か ら 前 記  
巻 回 部 が 締 ま る 方 向 に 導 出 さ れ て お り 、 複 数 の 前 記 巻 回 部 の う ち の 巻 順 の 中 間 部 に 位 置 す  
る 巻 回 部 の 巻 き 始 め の 端 末 部 に 接 続 さ れ た 前 記 渡 り 線 と 巻 き 終 わ り の 端 末 部 に 接 続 さ れ た  
前 記 渡 り 線 と は 、 前 記 巻 き 終 わ り の 端 末 部 に 接 続 さ れ た 前 記 渡 り 線 が 、 前 記 巻 き 始 め の 端  
末 部 に 接 続 さ れ た 前 記 渡 り 線 に 対 し て 前 記 連 結 部 の 軸 方 向 一 方 側 に 位 置 す る よ う に 、 前 記  
絶 縁 部 と 前 記 連 結 部 と の 接 続 部 分 に お い て 交 差 し て お り 、 前 記 連 結 部 は 、 隣 り 合 う 前 記 絶  
縁 部 の 間 の 位 置 か ら 前 記 連 結 部 の 径 方 向 外 側 に 延 出 す る 引 掛 け 部 を 有 し 、 前 記 巻 き 終 わ り  
の 端 末 部 に 接 続 さ れ た 前 記 渡 り 線 が 、 前 記 引 掛 け 部 に 対 し て 前 記 連 結 部 の 軸 方 向 他 方 側 を  
通 る よ う に 前 記 引 掛 け 部 に 引 掛 け ら れ る こ と に よ り 、 前 記 巻 き 終 わ り の 端 末 部 に 接 続 さ れ  
た 前 記 渡 り 線 の う ち の 前 記 引 掛 け 部 に 引 っ 掛 け ら れ た 部 分 の 位 置 が 、 前 記 巻 き 始 め の 端 末  
部 に 接 続 さ れ た 前 記 渡 り 線 の 位 置 ま で 前 記 連 結 部 の 軸 方 向 他 方 側 へ 下 げ ら れ て い る ス テ ー  
タ で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 で は 、 連 結 部 が 、 隣 り 合 う 絶 縁 部 の 間 の 位 置 か ら 連 結 部 の 径 方 向  
外 側 に 延 出 す る 引 掛 け 部 を 有 し て い る 。 そ し て 、 巻 き 終 わ り の 端 末 部 に 接 続 さ れ た 渡 り 線  
が 、 引 掛 け 部 に 対 し て 連 結 部 の 軸 方 向 他 方 側 を 通 る よ う に 引 掛 け 部 に 引 掛 け ら れ る こ と に  
よ り 、 巻 き 終 わ り の 端 末 部 に 接 続 さ れ た 渡 り 線 の う ち の 引 掛 け 部 に 引 っ 掛 け ら れ た 部 分 の  
位 置 が 、 巻 き 始 め の 端 末 部 に 接 続 さ れ た 渡 り 線 の 位 置 ま で 連 結 部 の 軸 方 向 他 方 側 へ 下 げ ら  
れ て い る 。 し た が っ て 、 下 段 の ス テ ー タ 構 成 部 に 配 線 さ れ 巻 き 終 わ り の 端 末 部 に 接 続 さ れ  
た 渡 り 線 が 、 上 段 の ス テ ー タ 構 成 部 に 設 け ら れ た 連 結 部 と 干 渉 す る こ と を 回 避 す る こ と が  
で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 連 結 部 を 渡 り 線 に 対 し て ス テ ー タ の 軸 方 向 に 離 し て 配 置 し な く て 済 む の で 、 渡 り  
線 が 交 差 し て い て も 、 ス テ ー タ の 軸 方 向 の 長 さ を 短 く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の ス テ ー タ に お い て 、 前 記 ス テ ー タ は 、 複 数  
の ス テ ー タ 構 成 部 に よ っ て 構 成 さ れ て お り 、 前 記 複 数 の ス テ ー タ 構 成 部 は 、 下 段 の ス テ ー  
タ 構 成 部 と 、 前 記 下 段 の ス テ ー タ 構 成 部 に 対 し て 前 記 ス テ ー タ の 軸 方 向 一 方 側 か ら 組 み 付  
け ら れ る 上 段 の ス テ ー タ 構 成 部 と を 有 し 、 前 記 上 段 の ス テ ー タ 構 成 部 に 設 け ら れ た 前 記 絶  
縁 部 と 前 記 連 結 部 と の 接 続 部 分 は 、 前 記 下 段 の ス テ ー タ 構 成 部 に 配 線 さ れ 前 記 巻 き 始 め の  
端 末 部 に 接 続 さ れ た 前 記 渡 り 線 に 対 し て 前 記 ス テ ー タ の 軸 方 向 一 方 側 に 位 置 し て い る ス テ  
ー タ で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 で は 、 上 段 の ス テ ー タ 構 成 部 に 設 け ら れ た 絶 縁 部 と 連 結 部 と の 接  
続 部 分 は 、 下 段 の ス テ ー タ 構 成 部 に 配 線 さ れ 巻 き 始 め の 端 末 部 に 接 続 さ れ た 渡 り 線 に 対 し  
て ス テ ー タ の 軸 方 向 一 方 側 に 位 置 し て い る 。 し た が っ て 、 下 段 の ス テ ー タ 構 成 部 に 配 線 さ  
れ 巻 き 始 め の 端 末 部 に 接 続 さ れ た 渡 り 線 と 、 上 段 の ス テ ー タ 構 成 部 に 配 線 さ れ 巻 き 終 わ り  
の 端 末 部 に 接 続 さ れ た 渡 り 線 と の 間 に 、 上 段 の ス テ ー タ 構 成 部 に 設 け ら れ た 絶 縁 部 と 連 結  
部 と の 接 続 部 分 が 配 置 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 下 段 の ス テ ー タ 構 成 部 に 配 線 さ れ 巻 き 始 め の  
端 末 部 に 接 続 さ れ た 渡 り 線 と 、 上 段 の ス テ ー タ 構 成 部 に 配 線 さ れ 巻 き 終 わ り の 端 末 部 に 接  
続 さ れ た 渡 り 線 と を ス テ ー タ の 軸 方 向 に 離 す こ と が で き る の で 、 渡 り 線 同 士 の 絶 縁 性 を 確  
保 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の ス テ ー タ に お い て 、 前 記 引 掛  
け 部 は 、 前 記 連 結 部 の 周 方 向 に 延 在 す る 壁 状 に 形 成 さ れ て い る ス テ ー タ で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 で は 、 引 掛 け 部 は 、 連 結 部 の 周 方 向 に 延 在 す る 壁 状 に 形 成 さ れ て  
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い る 。 し た が っ て 、 例 え ば 、 引 掛 け 部 が ピ ン 状 に 形 成 さ れ て い る 場 合 に 比 し て 、 引 掛 け 部  
の 剛 性 を 確 保 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 引 掛 け 部 に 渡 り 線 が 引 っ 掛 け ら れ た 状 態 で  
も 、 引 掛 け 部 が 倒 れ る こ と を 抑 制 す る こ と が で き る 。 ま た 、 引 掛 け 部 が 壁 状 に 形 成 さ れ る  
こ と に よ り 、 引 掛 け 部 が リ ブ の 役 割 を 果 た す の で 、 連 結 部 の 剛 性 を 高 め る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る ス テ ー タ の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 二 つ の ス テ ー タ 構 成 部 を 組 み 付 け た 状 態 を 示 す 斜 視 図  
で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ の 一 部 を 拡 大 し た 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 一 つ の ス テ ー タ 構 成 部 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ の 一 部 を 拡 大 し た 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 一 つ の ス テ ー タ 構 成 部 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ６ の 一 部 を 拡 大 し た 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 従 来 技 術 に 係 る ス テ ー タ 構 成 部 の 平 面 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る ス テ ー タ １ ０ の 斜 視 図 で あ る 。 ス テ ー タ １ ０ は 、 い  
わ ゆ る 分 割 コ ア タ イ プ の ス テ ー タ で あ る 。 分 割 コ ア タ イ プ の ス テ ー タ の 基 本 的 な 構 成 に つ  
い て は 、 特 許 第 ５ ５ ０ ２ １ １ ５ 号 公 報 に 記 載 さ れ て い る 。 ス テ ー タ １ ０ は 、 イ ン ナ ー ロ ー  
タ タ イ プ の ブ ラ シ レ ス モ ー タ に 適 用 さ れ る 。 す な わ ち 、 ス テ ー タ １ ０ の 内 側 に は 、 ロ ー タ  
（ 図 示 省 略 ） が 回 転 可 能 に 収 容 さ れ 、 ス テ ー タ １ ０ と ロ ー タ と に よ っ て ブ ラ シ レ ス モ ー タ  
が 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ス テ ー タ １ ０ は 、 複 数 の ス テ ー タ 構 成 部 １ ２ に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。 ス テ ー タ １ ０ は  
、 Ｕ 相 、 Ｖ 相 、 Ｗ 相 を 有 し て お り 、 複 数 の ス テ ー タ 構 成 部 １ ２ の 数 は 、 Ｕ 相 、 Ｖ 相 、 Ｗ 相  
の 数 に 対 応 し て い る 。 す な わ ち 、 ス テ ー タ １ ０ は 、 Ｕ 相 の ス テ ー タ 構 成 部 １ ２ と 、 Ｖ 相 の  
ス テ ー タ 構 成 部 １ ２ と 、 Ｗ 相 の ス テ ー タ 構 成 部 １ ２ と を 備 え る 。 複 数 の ス テ ー タ 構 成 部 １  
２ は 、 互 い に ス テ ー タ １ ０ の 軸 方 向 か ら 組 み 付 け ら れ る こ と に よ り 、 一 体 化 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ２ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 二 つ の ス テ ー タ 構 成 部 １ ２ を 組 み 付 け た 状 態 を 示 す  
斜 視 図 で あ り 、 図 ３ は 、 図 ２ の 一 部 を 拡 大 し た 図 で あ る 。 複 数 の ス テ ー タ 構 成 部 １ ２ の う  
ち 、 上 段 の ス テ ー タ 構 成 部 １ ２ は 、 下 段 の ス テ ー タ 構 成 部 １ ２ に 対 し て ス テ ー タ １ ０ の 軸  
方 向 一 方 側 か ら 組 み 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ４ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 一 つ の ス テ ー タ 構 成 部 １ ２ の 斜 視 図 で あ り 、 図 ５ は  
、 図 ４ の 一 部 を 拡 大 し た 図 で あ る 。 ま た 、 図 ６ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 一 つ の ス テ  
ー タ 構 成 部 １ ２ の 平 面 図 で あ り 、 図 ７ は 、 図 ６ の 一 部 を 拡 大 し た 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ス テ ー タ 構 成 部 １ ２ は 、 複 数 の コ ア 構 成 部 １ ４ と 、 巻 線 １ ６ と 、 イ ン シ ュ レ ー タ １ ８ と  
を 備 え る 。 各 コ ア 構 成 部 １ ４ は 、 環 状 の 継 鉄 ２ ０ （ 図 １ 参 照 ） を 構 成 し 、 継 鉄 ２ ０ の 周 方  
向 に 分 割 さ れ た 継 鉄 構 成 部 ２ ２ と 、 継 鉄 構 成 部 ２ ２ か ら 継 鉄 ２ ０ の 径 方 向 内 側 に 突 出 さ れ  
た テ ィ ー ス 部 ２ ４ と を 有 す る 。 巻 線 １ ６ は 、 各 テ ィ ー ス 部 ２ ４ に 巻 回 さ れ た 巻 回 部 ２ ６ と  
、 巻 回 部 ２ ６ 同 士 を 接 続 す る 渡 り 線 ２ ８ と 、 巻 き 始 め の 巻 線 端 末 部 ３ ０ と 、 巻 き 終 わ り の  
巻 線 端 末 部 ３ ２ と を 有 す る 。 イ ン シ ュ レ ー タ １ ８ は 、 各 コ ア 構 成 部 １ ４ に 設 け ら れ 、 テ ィ  
ー ス 部 ２ ４ と 巻 回 部 ２ ６ と を 絶 縁 す る 絶 縁 部 ３ ４ と 、 絶 縁 部 ３ ４ に お け る 径 方 向 内 側 の 端  
部 同 士 を 連 結 す る 連 結 部 ３ ６ と を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
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　 巻 線 １ ６ は 、 複 数 の テ ィ ー ス 部 ２ ４ に ス テ ー タ 構 成 部 １ １ ２ の 周 方 向 に 沿 っ て 順 に 巻 回  
さ れ て い る 。 す な わ ち 、 巻 線 １ ６ は 、 テ ィ ー ス 部 ２ ４ Ａ 、 テ ィ ー ス 部 ２ ４ Ｂ 、 テ ィ ー ス 部  
２ ４ Ｃ 、 及 び テ ィ ー ス 部 ２ ４ Ｄ の 順 に 巻 回 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 巻 回 部 ２ ６ Ａ 、 巻 回  
部 ２ ６ Ｂ 、 巻 回 部 ２ ６ 、 及 び 巻 回 部 ２ ６ Ｄ が 形 成 さ れ る 。 各 渡 り 線 ２ ８ は 、 巻 回 部 ２ ６ か  
ら 巻 回 部 ２ ６ が 締 ま る 方 向 （ 矢 印 Ａ 方 向 ） に 導 出 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 巻 回 部 ２ ６ Ａ ～ ２ ６ Ｄ の う ち の 巻 順 の 中 間 部 （ ２ 番 目 ） に 位 置 す る 巻 回 部 ２ ６ Ｂ の 巻 き  
始 め の 端 末 部 と 巻 き 終 わ り の 端 末 部 に は 、 渡 り 線 ２ ８ が そ れ ぞ れ 接 続 さ れ て い る 。 巻 き 始  
め の 端 末 部 に 接 続 さ れ た 渡 り 線 ２ ８ と 、 巻 き 終 わ り の 端 末 部 に 接 続 さ れ た 渡 り 線 ２ ８ と は  
、 締 ま る 方 向 （ 矢 印 Ａ 方 向 ） に 導 出 さ れ る こ と に よ り 、 巻 き 終 わ り の 端 末 部 に 接 続 さ れ た  
渡 り 線 ２ ８ が 、 巻 き 始 め の 端 末 部 に 接 続 さ れ た 渡 り 線 ２ ８ に 対 し て 連 結 部 ３ ６ の 軸 方 向 一  
方 側 （ 上 側 ） に 位 置 す る よ う に 、 巻 回 部 ２ ６ Ｂ に 対 応 す る 絶 縁 部 ３ ４ と 連 結 部 ３ ６ と の 接  
続 部 分 ３ ８ に お い て 交 差 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 同 様 に 、 巻 回 部 ２ ６ Ａ ～ ２ ６ Ｄ の う ち の 巻 順 の 中 間 部 （ ３ 番 目 ） に 位 置 す る 巻 回 部 ２ ６  
Ｃ の 巻 き 始 め の 端 末 部 と 巻 き 終 わ り の 端 末 部 に は 、 渡 り 線 ２ ８ が そ れ ぞ れ 接 続 さ れ て い る  
。 巻 き 始 め の 端 末 部 に 接 続 さ れ た 渡 り 線 ２ ８ と 、 巻 き 終 わ り の 端 末 部 に 接 続 さ れ た 渡 り 線  
２ ８ と は 、 締 ま る 方 向 （ 矢 印 Ａ 方 向 ） に 導 出 さ れ る こ と に よ り 、 巻 き 終 わ り の 端 末 部 に 接  
続 さ れ た 渡 り 線 ２ ８ が 、 巻 き 始 め の 端 末 部 に 接 続 さ れ た 渡 り 線 ２ ８ に 対 し て 連 結 部 ３ ６ の  
軸 方 向 一 方 側 （ 上 側 ） に 位 置 す る よ う に 、 巻 回 部 ２ ６ Ｃ に 対 応 す る 絶 縁 部 ３ ４ と 連 結 部 ３  
６ と の 接 続 部 分 ３ ８ に お い て 交 差 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 連 結 部 ３ ６ は 、 一 例 と し て 、 連 結 部 ３ ６ の 径 方 向 を 板 厚 方 向 と す る 円 環 板 状 に 形 成 さ れ  
て い る 。 連 結 部 ３ ６ に は 、 複 数 の 引 掛 け 部 ４ ２ が 形 成 さ れ て い る 。 複 数 の 引 掛 け 部 ４ ２ は  
、 連 結 部 ３ ６ の 周 方 向 に 間 隔 を 空 け て 形 成 さ れ て い る 。 各 引 掛 け 部 ４ ２ は 、 連 結 部 ３ ６ の  
外 周 面 に 形 成 さ れ て い る 。 各 引 掛 け 部 ４ ２ は 、 隣 り 合 う 絶 縁 部 ３ ４ の 間 の 位 置 か ら 連 結 部  
３ ６ の 径 方 向 外 側 に 延 出 す る 。 各 引 掛 け 部 ４ ２ は 、 連 結 部 ３ ６ の 軸 方 向 中 央 部 よ り も 軸 方  
向 一 方 側 の 位 置 に 形 成 さ れ て お り 、 連 結 部 ３ ６ の 周 方 向 に 沿 っ て 円 弧 状 に 延 在 し て い る 。  
各 引 掛 け 部 ４ ２ は 、 隣 り 合 う 絶 縁 部 ３ ４ の 間 の 中 央 部 に 位 置 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 各 渡 り 線 ２ ８ は 、 引 掛 け 部 ４ ２ に 対 し て 連 結 部 ３ ６ の 軸 方 向 他 方 側 （ 下 側 ） を 通 る よ う  
に 引 掛 け 部 ４ ２ に 引 掛 け ら れ て い る 。 ま た 、 巻 回 部 ２ ６ Ｂ の 巻 き 終 わ り の 端 末 部 に 接 続 さ  
れ た 渡 り 線 ２ ８ が 、 引 掛 け 部 ４ ２ に 対 し て 連 結 部 ３ ６ の 軸 方 向 他 方 側 を 通 る よ う に 引 掛 け  
部 ４ ２ に 引 掛 け ら れ て い る こ と に よ り 、 巻 回 部 ２ ６ Ｂ の 巻 き 終 わ り の 端 末 部 に 接 続 さ れ た  
渡 り 線 ２ ８ の う ち の 引 掛 け 部 ４ ２ に 引 っ 掛 け ら れ た 部 分 ２ ８ Ａ の 位 置 が 、 巻 回 部 ２ ６ Ｂ の  
巻 き 始 め の 端 末 部 に 接 続 さ れ た 渡 り 線 ２ ８ の 位 置 ま で 連 結 部 ３ ６ の 軸 方 向 他 方 側 へ 下 げ ら  
れ て い る 。 つ ま り 、 巻 回 部 ２ ６ Ｂ の 巻 き 終 わ り の 端 末 部 に 接 続 さ れ た 渡 り 線 ２ ８ の う ち の  
引 掛 け 部 ４ ２ に 引 っ 掛 け ら れ た 部 分 ２ ８ Ａ と 、 巻 回 部 ２ ６ Ｂ の 巻 き 始 め の 端 末 部 に 接 続 さ  
れ た 渡 り 線 ２ ８ と が 、 連 結 部 ３ ６ の 軸 方 向 の 同 じ 位 置 （ 同 じ 高 さ ） に 位 置 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 同 様 に 、 巻 回 部 ２ ６ Ｃ の 巻 き 終 わ り の 端 末 部 に 接 続 さ れ た 渡 り 線 ２ ８ が 、 引 掛 け 部 ４ ２  
に 対 し て 連 結 部 ３ ６ の 軸 方 向 他 方 側 （ 下 側 ） を 通 る よ う に 引 掛 け 部 ４ ２ に 引 掛 け ら れ て い  
る こ と に よ り 、 巻 回 部 ２ ６ Ｃ の 巻 き 終 わ り の 端 末 部 に 接 続 さ れ た 渡 り 線 ２ ８ の う ち の 引 掛  
け 部 ４ ２ に 引 っ 掛 け ら れ た 部 分 ２ ８ Ａ の 位 置 が 、 巻 回 部 ２ ６ Ｃ の 巻 き 始 め の 端 末 部 に 接 続  
さ れ た 渡 り 線 ２ ８ の 位 置 ま で 連 結 部 ３ ６ の 軸 方 向 他 方 側 へ 下 げ ら れ て い る 。 つ ま り 、 巻 回  
部 ２ ６ Ｃ の 巻 き 終 わ り の 端 末 部 に 接 続 さ れ た 渡 り 線 ２ ８ の う ち の 引 掛 け 部 ４ ２ に 引 っ 掛 け  
ら れ た 部 分 ２ ８ Ａ と 、 巻 回 部 ２ ６ Ｃ の 巻 き 始 め の 端 末 部 に 接 続 さ れ た 渡 り 線 ２ ８ と が 、 連  
結 部 ３ ６ の 軸 方 向 の 同 じ 位 置 （ 同 じ 高 さ ） に 位 置 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 上 段 の ス テ ー タ 構 成 部 １ ２ に 設 け ら れ た 絶 縁 部 ３ ４ と 連 結 部 ３ ６ と の 接 続 部 分 ３  
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８ （ 図 ３ 参 照 ） は 、 下 段 の ス テ ー タ 構 成 部 １ ２ に 配 線 さ れ 巻 回 部 ２ ６ Ｂ の 巻 き 始 め の 端 末  
部 に 接 続 さ れ た 渡 り 線 ２ ８ に 対 し て ス テ ー タ １ ０ の 軸 方 向 一 方 側 （ 上 側 ） に 位 置 し て い る  
。 図 示 を 省 略 す る が 、 下 段 の ス テ ー タ 構 成 部 １ ２ に 配 線 さ れ 巻 回 部 ２ ６ Ｃ の 巻 き 始 め の 端  
末 部 に 接 続 さ れ た 渡 り 線 ２ ８ も 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 第 一 実 施 形 態 の 作 用 及 び 効 果 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る ス テ ー タ １ ０ で は 、 連 結 部 ３ ６ が 、 隣 り 合 う 絶 縁 部 ３ ４ の 間  
の 位 置 か ら 連 結 部 ３ ６ の 径 方 向 外 側 に 延 出 す る 引 掛 け 部 ４ ２ を 有 し て い る 。 そ し て 、 巻 回  
部 ２ ６ Ｂ の 巻 き 終 わ り の 端 末 部 に 接 続 さ れ た 渡 り 線 ２ ８ が 、 引 掛 け 部 ４ ２ に 対 し て 連 結 部  
３ ６ の 軸 方 向 他 方 側 （ 下 側 ） を 通 る よ う に 引 掛 け 部 ４ ２ に 引 掛 け ら れ る こ と に よ り 、 巻 回  
部 ２ ６ Ｂ の 巻 き 終 わ り の 端 末 部 に 接 続 さ れ た 渡 り 線 ２ ８ の う ち の 引 掛 け 部 ４ ２ に 引 っ 掛 け  
ら れ た 部 分 ２ ８ Ａ の 位 置 が 、 巻 回 部 ２ ６ Ｂ の 巻 き 始 め の 端 末 部 に 接 続 さ れ た 渡 り 線 ２ ８ の  
位 置 ま で 連 結 部 ３ ６ の 軸 方 向 他 方 側 へ 下 げ ら れ て い る 。 し た が っ て 、 下 段 の ス テ ー タ 構 成  
部 １ ２ に 配 線 さ れ 巻 回 部 ２ ６ Ｂ の 巻 き 終 わ り の 端 末 部 に 接 続 さ れ た 渡 り 線 ２ ８ が 、 上 段 の  
ス テ ー タ 構 成 部 １ ２ に 設 け ら れ た 連 結 部 ３ ６ と 干 渉 す る こ と を 回 避 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 同 様 に 、 巻 回 部 ２ ６ Ｃ の 巻 き 終 わ り の 端 末 部 に 接 続 さ れ た 渡 り 線 ２ ８ が 、 引 掛 け 部 ４ ２  
に 対 し て 連 結 部 ３ ６ の 軸 方 向 他 方 側 （ 下 側 ） を 通 る よ う に 引 掛 け 部 ４ ２ に 引 掛 け ら れ る こ  
と に よ り 、 巻 回 部 ２ ６ Ｃ の 巻 き 終 わ り の 端 末 部 に 接 続 さ れ た 渡 り 線 ２ ８ の う ち の 引 掛 け 部  
４ ２ に 引 っ 掛 け ら れ た 部 分 ２ ８ Ａ の 位 置 が 、 巻 回 部 ２ ６ Ｃ の 巻 き 始 め の 端 末 部 に 接 続 さ れ  
た 渡 り 線 ２ ８ の 位 置 ま で 連 結 部 ３ ６ の 軸 方 向 他 方 側 へ 下 げ ら れ て い る 。 し た が っ て 、 下 段  
の ス テ ー タ 構 成 部 １ ２ に 配 線 さ れ 巻 回 部 ２ ６ Ｃ の 巻 き 終 わ り の 端 末 部 に 接 続 さ れ た 渡 り 線  
２ ８ が 、 上 段 の ス テ ー タ 構 成 部 １ ２ に 設 け ら れ た 連 結 部 ３ ６ と 干 渉 す る こ と を 回 避 す る こ  
と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 連 結 部 ３ ６ を 渡 り 線 ２ ８ に 対 し て ス テ ー タ １ ０ の 軸 方 向 に 離 し て 配 置 し な く て 済  
む の で 、 渡 り 線 ２ ８ が 交 差 し て い て も 、 ス テ ー タ １ ０ の 軸 方 向 の 長 さ を 短 く す る こ と が で  
き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る ス テ ー タ １ ０ で は 、 上 段 の ス テ ー タ 構 成 部 １ ２ に 設 け  
ら れ た 絶 縁 部 ３ ４ と 連 結 部 ３ ６ と の 接 続 部 分 ３ ８ （ 図 ３ 参 照 ） は 、 下 段 の ス テ ー タ 構 成 部  
１ ２ に 配 線 さ れ 巻 回 部 ２ ６ Ｂ の 巻 き 始 め の 端 末 部 に 接 続 さ れ た 渡 り 線 ２ ８ に 対 し て ス テ ー  
タ １ ０ の 軸 方 向 一 方 側 （ 上 側 ） に 位 置 し て い る 。 図 示 を 省 略 す る が 、 下 段 の ス テ ー タ 構 成  
部 １ ２ に 配 線 さ れ 巻 回 部 ２ ６ Ｃ の 巻 き 始 め の 端 末 部 に 接 続 さ れ た 渡 り 線 ２ ８ も 同 様 で あ る  
。 し た が っ て 、 下 段 の ス テ ー タ 構 成 部 １ ２ に 配 線 さ れ 巻 き 始 め の 端 末 部 に 接 続 さ れ た 渡 り  
線 ２ ８ と 、 上 段 の ス テ ー タ 構 成 部 １ ２ に 配 線 さ れ 巻 き 終 わ り の 端 末 部 に 接 続 さ れ た 渡 り 線  
２ ８ と の 間 に 、 上 段 の ス テ ー タ 構 成 部 １ ２ に 設 け ら れ た 絶 縁 部 ３ ４ と 連 結 部 ３ ６ と の 接 続  
部 分 ３ ８ が 配 置 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 下 段 の ス テ ー タ 構 成 部 １ ２ に 配 線 さ れ 巻 き 始 め の 端  
末 部 に 接 続 さ れ た 渡 り 線 ２ ８ と 、 上 段 の ス テ ー タ 構 成 部 １ ２ に 配 線 さ れ 巻 き 終 わ り の 端 末  
部 に 接 続 さ れ た 渡 り 線 ２ ８ と を ス テ ー タ １ ０ の 軸 方 向 に 離 す こ と が で き る の で 、 渡 り 線 ２  
８ 同 士 の 絶 縁 性 を 確 保 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る ス テ ー タ １ ０ で は 、 引 掛 け 部 ４ ２ は 、 連 結 部 ３ ６ の 周  
方 向 に 延 在 す る 壁 状 に 形 成 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 例 え ば 、 引 掛 け 部 ４ ２ が ピ ン 状 に 形  
成 さ れ て い る 場 合 に 比 し て 、 引 掛 け 部 ４ ２ の 剛 性 を 確 保 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、  
引 掛 け 部 ４ ２ に 渡 り 線 ２ ８ が 引 っ 掛 け ら れ た 状 態 で も 、 引 掛 け 部 ４ ２ が 倒 れ る こ と を 抑 制  
す る こ と が で き る 。 ま た 、 引 掛 け 部 ４ ２ が 壁 状 に 形 成 さ れ る こ と に よ り 、 引 掛 け 部 ４ ２ が  
リ ブ の 役 割 を 果 た す の で 、 連 結 部 ３ ６ の 剛 性 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
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　 な お 、 引 掛 け 部 ４ ２ は 、 壁 状 に 形 成 さ れ て い る が 、 壁 状 以 外 の 形 状 に 形 成 さ れ て い て も  
よ い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に つ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 は 、 上 記 に 限 定 さ れ る も の で な  
く 、 上 記 以 外 に も 、 そ の 主 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 内 に お い て 種 々 変 形 し て 実 施 可 能 で あ る こ  
と は 勿 論 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
１ ０ … ス テ ー タ 、 １ ２ … ス テ ー タ 構 成 部 、 １ ４ … コ ア 構 成 部 、 １ ６ … 巻 線 、 １ ８ … イ ン シ  
ュ レ ー タ 、 ２ ０ … 継 鉄 、 ２ ２ … 継 鉄 構 成 部 、 ２ ４ … テ ィ ー ス 部 、 ２ ６ … 巻 回 部 、 ２ ８ … 渡  
り 線 、 ３ ０ … 巻 線 端 末 部 、 ３ ２ … 巻 線 端 末 部 、 ３ ４ … 絶 縁 部 、 ３ ６ … 連 結 部 、 ３ ８ … 接 続  
部 分 、 ４ ２ … 引 掛 け 部 、 １ １ ２ … ス テ ー タ 構 成 部 、 １ １ ４ … コ ア 構 成 部 、 １ １ ６ … 巻 線 、  
１ １ ８ … イ ン シ ュ レ ー タ 、 １ ２ ２ … 継 鉄 構 成 部 、 １ ２ ４ … テ ィ ー ス 部 、 １ ２ ６ … 巻 回 部 、  
１ ２ ８ … 渡 り 線 、 １ ３ ４ … 絶 縁 部 、 １ ３ ６ … 連 結 部 、 １ ３ ８ … 接 続 部 分
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】



10

20

30

40

50

JP 2024-124142 A 2024.9.12(10)

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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